
令和５年度（第６２回）農林水産祭 

「優秀農林水産業者に係るシンポジウム」（トップリーダー発表会） 

【地域課題を農業で解決！老若男女・農も福祉も、地域一丸「百姓百品」】 

 

 

 
（敬称略） 

 
１ 開   会（13：30） 

公益財団法人 日本農林漁業振興会 常務理事        小栗 邦夫 
   

２ 挨   拶   農林水産省中国四国農政局長            仙台 光仁 
愛媛県知事                    中村 時広 

          西予市長                     管家 一夫 
                                   
３ 選賞審査報告 農林水産祭中央審査委員会むらづくり分科会主査   福与 徳文 

（茨城大学農学部教授） 
 
４ 業績発表   令和５年度むらづくり部門天皇杯受賞         
                百姓百品グループ 会長              和氣 數男 
         株式会社野村福祉園代表取締役           井上 桃子 
                    
          

・・・休  憩  (14：30～14：40) ・・・ 
 

５ ディスカッション (14:40) 
 （登壇者） 
  ・コーディネーター  

福与 徳文（３に同じ ） 
      ・業績発表者 
     和氣 數男（４に同じ） 
    井上 桃子（ 〃  ） 
 ・コメンテーター 

畠山 智之（農林水産祭中央審査委員会むらづくり分科会委員 
     （ＮＨＫ財団 専門委員 元ＮＨＫアナウンサー）） 

     管家 一夫 （西予市長）      

   竹島 久美子（愛媛大学社会共創学部地域資源マネジメント学科助教） 

    
  （内容）                    

・意見交換、質疑応答 
   ・総括 

 
                                    
６ 閉  会(16：00)   

 

《スケジュール》 

１３：３０～１６:００ 



選賞審査報告

農林⽔産祭中央審査委員会むらづくり分科会
主査 福与徳⽂（茨城⼤学教授）

令和５年度（第62回）農林⽔産祭
優秀農林⽔産業者に係るシンポジウム

令和６年２⽉28⽇

地域課題を農業で解決！
⽼若男⼥・農も福祉も、地域⼀丸「百姓百品」





中央審査委員会と分科会の役割

令和５年度むらづくり分科会
第１回分科会（７⽉25⽇）
現地調査（８⽉24⽇,28⽇,30⽇）
第２回分科会（９⽉11⽇）

⼭形県鶴岡市（8⽉24⽇） 愛媛県⻄予市（8⽉28⽇） 愛知県豊⽥市（8⽉30⽇）
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選賞審査基準
• むらづくりのための⾃主的な努⼒と創意⼯
夫の状況
• むらづくりの合意形成の状況
• むらづくりの推進体制の整備・運営の状況
• むらづくりの地域農林漁業の振興とその担
い⼿の育成への寄与状況
• むらづくりの豊かで住みやすい農⼭漁村の
建設への寄与状況



令和５年度農林⽔産祭むらづくり部⾨ 農林⽔産⼤⾂賞受賞事例・位置図

伝統⽂化、歴史、農業が融合した
地域興しによる元気なむらづくり

（沖縄県 ⽯垣市）

① ⼤浜公⺠館

北海道・沖縄ブロック

花とみどりと

あたたかい⼈たちがいるまち
（埼⽟県 川⼝市）

⑥ 新井宿駅と地域まちづくり
  協議会

農林⽔産⼤⾂賞受賞事例のうち、

︓天皇杯受賞

︓内閣総理⼤⾂賞受賞

︓⽇本農林漁業振興会会⻑賞受賞

皆が主役
福来る⾥で美⽥をつなぎ、

にぎわいの創出
（⼭⼝県 阿武郡阿武町）

⑫ 農事組合法⼈ 福の⾥

耕作放棄地を果樹の⾥⼭に

⼤学⽣も参画するむらづくり
（⿃取県 ⿃取市）

⑪ ⿅野町河内果樹の⾥⼭協議会

中国・四国ブロック

地域課題を農業で解決︕
⽼若男⼥・農も福祉も、

地域⼀丸「百姓百品」
（愛媛県 ⻄予市）

⑬ 百姓百品グループ 天皇杯

東海ブロック

農の営みを将来に︕地域まるっと

「地域⽀援型農業」で繋ぐ未来
（愛知県 豊⽥市）

⑧ ⼀般社団法⼈  押井営農組合

⽇本農林漁業振興会会⻑賞
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⾼隈の恵みを活かし

⼈々が集うむらづくり
（⿅児島県 ⿅屋市）

⑮ ⾼隈地区コミュニティ協議会

サトウキビを核とした

地域コミュニティづくり
（熊本県 宇城市）

⑭ 三⾓サトウキビ活性会

九州ブロック

「地域ぐるみ」の楽しい農業

（兵庫県 宍粟市）

⑩ 飯⾒夢むら棚⽥の会

「農」を核とした

   観光農村づくりを⽬指して
（京都府 京都市）

⑨ ⼤原⾥づくりトライアングル

近畿ブロック

「私たちと笑顔つなぐ⾥⼭に…」
ここに⽇本の原⾵景がある〜景観
と芸術による美しいむらづくり〜

（群⾺県 沼⽥市）

⑤ 薄根地域ふるさと創⽣推進
協議会

⾼齢者も障がい者も若者も 

みんな農業で笑顔になる
（栃⽊県 ⾜利市）

④ NPO法⼈ あがた農楽園

関東ブロック

北陸ブロック

⽔と緑に恵まれ、
⾃然豊かな⾥地⾥⼭に囲まれた

いきいきしらやま
（福井県 越前市）

⑦ しらやま振興会

おいでよ︕そばに

棚⽥と清⽔、摩耶の⾥・こえさわ
（⼭形県 鶴岡市）

③ 越沢⾃治会

そばの⼒で農村集落を次世代へ
伝統と⾰新が息づく

⼒強いむらづくり
（秋⽥県 にかほ市）

② 横岡集落

東北ブロック

内閣総理⼤⾂賞



㈱百姓百
品村

㈱野村福祉園

百姓百品㈱

農産物
直売所 農業

⽣産法⼈

就労継続
⽀援B型

⼩規模農家
の所得向上

耕作放棄地
の解消

新たな
働き⼿の確保

担い⼿の育
成・確⽴

⽂化の継承

⽣きがい創出
社会参画

農福連携の
推進

雇⽤の創出

農⼭漁村の
景観保全

百姓百品グループ【評価ポイント①】
⾃主的な努⼒と創意⼯夫／推進体制の整備・運営／合意形成

①販売・⽣産・福
祉の連携により、
多様な主体が活躍
でき、地域の課題
を農業で解決する
ソーシャルビジネ
スとして展開して
いる。



ソーシャルビジネスとは？
(1)社会性：現在解決が求められる社会的課題に取り
組むことを事業活動のミッションとすること。
(2)事業性：(1)のミッションをビジネスの形に表
し、継続的に事業活動を進めていくこと。
(3)⾰新性：新しい社会的商品・サービスや、それを
提供するための仕組みを開発したり、活⽤したりす
ること。また、その活動が社会に広がることを通し
て、新しい社会的価値を創出すること。

「ソーシャルビジネス研究会報告書」2008



②百姓百品（農産物直売所）では、地
区内に集荷場を複数設置し、松⼭市内
のインショップ等に配送・販売してい
る。組合員数は400名を超え、⼩規模
農家、⾼齢者、⼥性や農協出荷中⼼の
農家の補完的な出荷先となっており、
住⺠の収⼊増だけではなく⽣きがいの
創出にも繋がっており、加⼯品の出品
は伝統⾷の継承にも寄与している。

百姓百品グループ【評価ポイント②】
地域農林漁業の振興／豊かで住みやすい農⼭漁村の建設

松⼭市内インショップ

百姓百品本店直売所



③百姓百品村（農業⽣産法⼈）では、耕作放棄地(約
15ha)を借り受け、通年栽培が可能な⻘ネギ（業務⽤）
を⽣産し、30社との契約取引を⾏っている。法⼈から独
⽴した２名の契約農家をサポートするなど⽣産者の育成
にも注⼒し、新たに基盤整備を⾏う区域では2.7haの農
地を担い⼿に集積する予定である。

百姓百品グループ【評価ポイント③】
地域農林漁業の振興／担い⼿の育成／豊かで住みやすい農⼭漁村の建設

⻘ネギの収穫作業 農地中間管理機構関連農地整備事業



④野村福祉園（就労継続⽀援B型）で
は、⻘ネギの育苗、出荷調整作業を百
姓百品村から受託し、約40⼈の障が
い者が働いており、地区平均の２倍を
超える⾼い⼯賃を実現している（農福
連携による障がい者の⾃⽴）。

百姓百品グループ【評価ポイント④⑤】
担い⼿育成／推進体制の整備・運営／豊かで住みやすい農⼭漁村の建設

⑤百姓百品グループ：百姓百品では⾼齢者や⼥性が株主に
なり、組織運営に参画している。また、地域おこし協⼒隊
や地元農業⼤学校卒業⽣等の若⼿職員を採⽤し、農村の因
習に捕らわれない新しい感覚を地域に持ち込んで取組に反
映している。さらに百姓百品と野村福祉園では代表取締役
への若⼿⼥性の登⽤など世代交代も進んでいる。

⻘ネギの出荷調整作業



1



百姓百品グループ
百姓百品株式会社
株式会社百姓百品村
株式会社野村福祉園 2



1

3

2

6

5

4

西予市野村町の概要

百姓百品グループとは

百姓百品㈱

㈱百姓百品村

㈱野村福祉園

さいごに
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出典：経済動向システム

①② ③ ④

8

①2004年　西予市合併
②2005年　百姓百品　株式会社化
③2008年　百姓百品村　創業
④2013年　野村福祉園　創業



出典：経済動向システム
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出典：経済動向システム

2008年

③

10

③2008年　百姓百品村　創業
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産直組合
（事業化）

地域性の活用

市場(売場)
の獲得

小規模農家
の収入･所得

出荷規模
の獲得

消費地（都市）
との交流雇用の創出

地域農業
の縮小

後継者不足
（継承、参入）

耕作放棄地

障碍者の社会
参加が不十分

仕事・雇用
の縮小

少子高齢化
（地方の）

大規模化
価格競争

見習い･学習の
機会が少ない

資金がない
（調達方法）

農地がない
（借り方）

高齢者　失業

若年者　失業

地域経済
の縮小

障碍者の
暮らしの向上

伝統の活用

就労支援事業
（事業化）

職業訓練
労働機会

障碍者の所得
の向上

障碍者の労働
参加が不十分

雇用の創出
（女性、高齢）

産業構造の変化

人口流出

農業生産法人
（法人化） 大規模化

大規模生産

作業の機械化
(設備投資)

営業、交渉力
競争力

作業の細分化
作業の一般化

段階的な学習
経験、技術不要

若年者（未経験
者）の参加

小規模農家間
情報共有･協力

農業後継者
の育成

地域での暮らし
(生計)が困難

問題・課題 価値・事業

小規模農家
の縮小

作業･技術が
継承されない

経営に関する
知識がない 市場獲得

雇用の創出
労働力の確保

支援措置
（制度）

障碍者の所得
(低い)

人手不足

費用負担が
大きい

充実感、達成感
社会との繋がり

市外からの
移住者

百姓百品G

百姓百品グループが取り組む課題

様々な
社会的要因

耕作放棄地
の活用

13



2005年9月
株式会社化

㈱百姓百品村

㈱野村福祉園

百姓百品㈱
1998年6月
組合設立 2008年10月

設立

2013年2月
設立

農産物
産地直売所

農業
生産法人

就労継続
支援B型

小規模農家
の所得向上

500戸にもおよぶ農家
の美味しく安全な野菜
を都市部へ発信！

耕作放棄地
の解消

新たな
働き手の確保

担い手の
育成・確保

文化の継承

生きがい創出
社会参画

農福連携
の推進

雇用の創出

農山漁村の
景観保全

ー社会課題や社会構造の変化を起点に、新領域ビジネスを創造ー

地方から全国へ。
青ネギを軸とした農
業生産で産地形成！

障がい者の経済的自
立と働き手不足とい
う地域課題を解消！

相互連携関係
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「なんとか地域に活力を」と公民館の主事が話し合いを始めた当時、その主事
の一人だった現会長の和氣數男。

と当時盛んだった村おこし運動を勉強。
1998年に生産者の組合をつくり、直売所を始めた。

村おこしといえば文化活
動もある

が、長続きさせるために
は経済を

伴う活動がいい！！

16



◯出荷者の年間売上金額

◯売上の推移
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https://docs.google.com/file/d/1cOznR6TRdyZpiyinJ9vXxjra-RiXIPIF/preview
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←年に一度の総会

総会後の懇親会→
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https://docs.google.com/file/d/1VmGsaSdT9Bwt-NHneNhrsqszqVfJvc2Y/preview
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①高齢者・女性などの小規模農家の営農対策

②系統出荷などの補完的役割

③安全な農産物の生産

④都市との交流

28



生産し出荷することが生きがいである
ことはもちろん、地域貢献、地域農業
の活性化、耕作放棄地の減少、医療費
の削減にもつながる。

お迎えが来ても「百姓百品の野菜をつ
くらにゃいけん、せわしい」とお迎え
を追い返し、野菜を作ろうではありま
せんか。
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耕作放棄地を借り受けて
、自社で

農産物の生産を開始しよ
う！

足りない野菜を作るぞ。

あるとき、
地域からの「耕作放棄地をどうにかしてほしい」という相談があった。

2008年に農業生産法人 株式会社百姓百品村を設立。

31



青ネギの生産・販売
業務用の八百屋

(卸業者・カット工場)

自社農場

＋

委託農家

外食・中食産業へ

ファミリーレストラン
・居酒屋などの「外
食」、コンビニ・惣菜
・弁当などの「中食」
で使用される。

調達した野菜の加工・
パック詰め等を行う加
工工場や卸売り業者

32



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定植
収穫
①

収穫
②

収穫
③

1つの株から年間3回ほど収穫することができる。
作付け体系により通年栽培・周年出荷を行う。

2ヶ月2.5ヶ月 2ヶ月
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納入実績

■仲卸
スーパー・飲食店向け卸業様

■工場
コンビニエンスストア向けカット工場
スーパーマーケットの惣菜加工部門

約30社
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39



県内の農業大学校の卒業生を積極的に受け入れ、担い手育成・確保。
独立制度もあり、現在では2名の元職員が農家として独立に至っている。

農業大学校
の卒業生
（市内外）

百姓百品村での
実務経験

地域農業
の担い手

40



20代
(4名)

40代
(1名)

30代
(2名)

市外
(4名)

県外
(東京)

(1名) 市内
(2名)
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耕作放棄地の解消から始まった事業。
これからも地域を守っていくために
も、より"強く"なっていくことが重要
だ。

仕入農家(地域農家に生産委託)も年々
増えてきた。
自社生産だけではなく、地域も巻き込
みながら進んでいこう。
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今後の面積拡大を図って
いくため

にも、安定した事業拡大
と人材確

保が重要・・・。農福連
携だ！！

地域の高齢化や人口減少はさらに進んでおり、現役をリタイヤしたいと思って
いる農家から農地を託したいという依頼が年々増加傾向に・・・

2013年に株式会社野村福祉園(就労継続支援B型：レインボーアグリ)を設立。

45



従来のイメージ レインボーアグリのイメージ

福祉サービス

農業

百姓百品グループの農業法人を基盤とし
福祉サービス(利用者)が地域の担い手として
活躍することで地域・事業を発展させていく

農業

福祉サービス

46



一般企業等に雇用されることが困難な障がい者(利用者)を対象に、職業訓練や
仕事を提供。

百姓百品
施設外就労

百姓百品村
施設外就労・支援

ﾚｲﾝﾎﾞｰｱｸﾞﾘ
施設内就労

① ② ③

軽作業、選果、農作業、清掃、調理、店舗業務等があり幅広い作業の中から選ぶことが出来る 47



20代

30代

40代

50代

60代

70代

施設内
就労

施設内・
外就労

施設外
就労

施設内就
労・支援

総勢40名の利用者が在籍。
様々な年代の方が、それぞれの働き方で活躍することができる。

48



49



50



国内全体を見ても、人口減少・高齢化
が進んでおり、担い手不足は大きな問
題となっている。

利用者の存在価値は大きい。
これからの地域の一つの大きな戦力と
して活躍していこう。

51



52



53

2005年9月
株式会社化

㈱百姓百品村

㈱野村福祉園

百姓百品㈱
1998年6月
組合設立 2008年10月

設立

2013年2月
設立

農産物
産地直売所

農業
生産法人

就労継続
支援B型

小規模農家
の所得向上

500戸にもおよぶ農家
の美味しく安全な野菜
を都市部へ発信！

耕作放棄地
の解消

新たな
働き手の確保

担い手の
育成・確保

文化の継承

生きがい創出
社会参画

農福連携
の推進

雇用の創出

農山漁村の
景観保全

ー社会課題や社会構造の変化を起点に、新領域ビジネスを創造ー

地方から全国へ。
青ネギを軸とした農
業生産で産地形成！

障がい者の経済的自立と
働き手不足という
地域課題を解消！

相互連携関係



-決意-

"いなか"にとって"農業"は大きな産業。

そんな産業を支える存在として

町のインフラとして

「地域の課題を、農業で解決する」集団として

これからも、邁進していきたい。

保護よりチャンス
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ご清聴ありがとうございました
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